
「死者の中から引き上げられた平和の神」      2019 年 02 月 01 日 

ヘブライ人への手紙 13 章 18 節～25 節 わたしたちのために祈ってください。わた

したちは、明らかな良心を持っていると確信しており、すべてのことにおいて、立派に

ふるまいたいと思っています。特にお願いします。どうか、わたしがあなたがたのとこ

ろへ早く帰れるように、祈ってください。 

永遠の契約の血による羊の大牧者、わたしたちの主イエスを、死者の中から引き上げ

られた平和の神が、御心に適うことをイエス・キリストによってわたしたちにしてくだ

さり、御心を行うために、すべての良いものをあなたがたに備えてくださるように。栄

光が世々限りなくキリストにありますように、アーメン。 

兄弟たち、どうか、以上のような勧めの言葉を受け入れてください、実際、わたしは

手短に書いたのですから。わたしたちの兄弟テモテが釈放されたことを、お知らせしま

す。もし彼が早く来れば、一緒にわたしはあなたがたに会えるでしょう。あなたがたの

すべての指導者たち、またすべての聖なる者たちによろしく。イタリア出身の人たちが、

あなたがたによろしくと言っています。恵みがあなたがた一同と共にあるように。 

 

「著者」は、手紙を終えるにあたり、個人的な願いを率直に書いている。「わたした

ちのために祈ってください。わたしたちは、明らかな良心を持っていると確信しており、

すべてのことにおいて、立派にふるまいたいと思っています。特にお願いします。どう

か、わたしがあなたがたのところへ早く帰れるように、祈ってください。」「著者」は、

説教か講演を依頼されたのか、福音宣教のためにどこかに出かけているようである。あ

なたがたの所に、早く無事に帰れるように祈ってほしい。私たちは明らかな良心を持っ

ていると確信しており、人に非難されることなく、立派に振る舞いたいと思っている。

大長老である「著者」も、自らを省みつつ、自らにも神へのとりなしを求めて、「わた

したちのために祈ってください」と、兄弟たちに願っている。 

「永遠の契約の血による羊の大牧者、わたしたちの主イエスを、死者の中から引き上

げられた平和の神が、御心に適うことをイエス・キリストによってわたしたちにしてく

ださり、御心を行うために、すべての良いものをあなたがたに備えてくださるように。

栄光が世々限りなくキリストにありますように、アーメン。」永遠の大牧者イエスは、

契約の血として御自分を十字架に献げ、人間の罪を贖い、神への道を切り開いてくださ

った。平和の神はこの大牧者イエスを死者の中から引き上げられ、私たちを御心に適う

ものにしてくださり、私たちが御心を行うために良いものを備えてくだるようにと祈っ

ている。神の本質の完全な現れ、救いの創始者、大祭司、そして大牧者なるキリストに

栄光あれと賛美している。 

「著者」は、「子たち」とは言わず「兄弟たち」と呼びかけ、今まで手短に書いてき

た信仰の勧めの言葉を受け入れてくださいと願っている。「テモテが釈放されたことを、

お知らせします。もし彼が早く来れば、一緒にわたしはあなたがたに会えるでしょう。」

テモテはパウロの弟子で、捕らえられていたが、釈放され、早く帰って来れば、彼と一

緒にあなたがたに会える。全ての指導者たち、また全ての聖なる者たちによろしく。イ

タリア出身の人たちが、あなたがたによろしくと言っている。「恵みがあなたがた一同

と共にあるように。」と挨拶と祝祷の言葉で手紙を書き終えている。 


